
大学の世界展開力強化事業（ＡＩＭＳプログラム） 構想概要  
筑 波 大 学 

【構想の名称】（選定年度25年度・ＡＩＭＳプログラム） 

  アセアン横断型グローバル課題挑戦的教育プログラム (TAG program) 
Trans-ASEAN Global Agenda Education Program （選定年度25年度・ＡＩＭＳプログラム） 

【プログラムの目的・養成する人材像】 
 国際環境適応力（バイタリティー、サバイバビリティー）と専門性の高いグローバルリーダー。政府やグローバル企業、国際
機関で活躍できる人材、将来のASEANと日本の持続的発展を支える人材、国連ミレニアム開発目標・持続開発目標
（MDGs/ SDGs）達成に貢献できる人材。 

【構想の概要】 
 筑波大学の特色である「学際性・国際性」を生かしたASEANとの連携による学士課程教育を通し、食料科学技術、農業、
環境に加え、国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ、経済、言語・文化、ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ&観光に関する教育プログラムの相互提供 

H25 H26 Ｈ27 Ｈ28 H29 

Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ 

学生の派遣 - - - - - - 7 4 7 2 5 - 6 4 8 2 5 - 5 4 7 1 8 - 5 4 7 1 8 - 

学生の受入 - 25 25 25 25 

■ グローバルコモンズによる外国人学生の受入・ 

     日本人学生派遣のための環境整備 

（受入） 
 日本留学プレ学修・オリエンテーション 
 日本留学中の情報管理および在籍管理 
 クラス担任教員・チューター・コーディネータによるサポート 
 緊急時の対応 

注）申請時の計画 ■ 交流プログラムにおける学生のモビリティ 

■ 交流プログラムの内容 

Ｍ：マレーシア Ｉ：インドネシア Ｔ：タイ Ｖ：ベトナム Ｐ：フィリピン Ｂ：ブルネイ 

生命環境学群 
社会・国際学群 

医学群 

JTP英語科目* 324科目 
G30学群英語プログラム 395科目 

  （生命環境・社会国際・医療科学） 

教養科目（基礎科目） 
  国際社会、生命の戦略/日本画、陶芸 
  /空手、剣道/日本語、日本文化など 

専門科目・専門基礎科目 
  資源環境経済学/海洋生物学/水環境論 

  /国際経営・貿易論/国際政治など 

  
特別科目（選択必修） 
  グローバル社会基礎学/ 

  グローバルディベート演習/ 
  グローバルインターンシップ/ 

  専門演習I～VI 

人文・文化学群 
理工学群 

対応教育組織 

提供科目群 

人間学群 
情報学群 

JTP英語科目* 

筑波大学短期留学国際プログラム （Junior Year at Tsukuba Program） 
海外協定校に在籍する学部生を対象とした英語による交換留学プログラムのために開講されている科目。9学群から324
科目の幅広い分野の科目が提供されており日本語・日本文化に関する科目も含まれている。 

12 
単位 

6 
単位 

交流予定大学が提供する 

教養科目 
専門科目 

インターンシップ科目 

16～20 
単位 

2 
単位 

体育専門学群 
芸術専門学群 

特別科目（必修） 
（ASEAN諸国の学生と協働学修） 

グローバル社会基礎学/ 
グローバルディベート演習 

受入 派遣 

マレーシア 4 大学 
インドネシア 3 大学 
タイ             5 大学 
ベトナム 1 大学 
フィリピン 4 大学 

交流予定大学 
（AIMSパートナー大学以外） 

交流予定大学 
（AIMSパートナー大学） 

オーストラリア 2 大学     
ミャンマー 1 大学 
カンボジア 1 大学 
ラオス 1 大学 

短期派遣学生の帰国報告会 

（派遣） 
 海外留学プレ学修・オリエンテーション 
 海外渡航の情報管理 
 海外事務所と派遣コーディネータによるサポート 
 海外学生安全生活ｻﾎﾟｰトｼｽﾃﾑ(OSSMA)による安否確認 

グローバルコモンズ 

University of  Tsukuba 

■ 交流プログラムの質の保証 

・「筑波スタンダード」を基づいたカリキュラム編成・授業開設・成績評価 
・PDCAサイクルによる多様な評価の継続的運用 
・語学力試験・各種セミナーによる渡航前後の学修到達度確認 

東南アジア教育大臣機構（SEAMEO）事務局長が 
永田学長を表敬訪問（2013年6月） 



大学の世界展開力強化事業（ＡＩＭＳプログラム） 取組概要  
筑 波 大 学 

【構想の名称】（選定年度25年度・ＡＩＭＳプログラム） 

  アセアン横断型グローバル課題挑戦的教育プログラム (TAG program) 
Trans-ASEAN Global Agenda Education Program （選定年度25年度・ＡＩＭＳプログラム） 

【プログラムの目的・養成する人材像】 
 国際環境適応力（バイタリティー、サバイバビリティー）と専門性の高いグローバルリーダー。政府やグローバル企業、国際機関
で活躍できる人材、将来のASEANと日本の持続的発展を支える人材、国連ミレニアム開発目標・持続開発目標（MDGs/ 
SDGs）達成に貢献できる人材。 

【構想の概要】 
 筑波大学の特色である「学際性・国際性」を生かしたASEANとの連携による学士課程教育を通し、食料科学技術、農業、環
境に加え、国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ、経済、言語・文化、ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ&観光に関する教育プログラムの相互提供 

H25 H26 Ｈ27 Ｈ28 H29 

Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ 

学生の派遣 0 0 0 0 0 0 7 4 7 2 5 - 6 4 8 2 5 - 5 4 7 1 8 - 5 4 7 1 8 - 

学生の受入 0 25 25 25 25 

■ グローバルコモンズによる外国人学生の受入・ 
     日本人学生派遣のための環境整備 

（受入） 日本留学プレ学修・オリエンテーション 
            日本留学中の情報管理および在籍管理 
            クラス担任教員・チューター・コーディネータによるサポート 
            緊急時の対応 

注）H25は実績、H26以降は申請時の計画 ■ 交流プログラムにおける学生のモビリティ 

■ 交流プログラムの内容 

Ｍ：マレーシア Ｉ：インドネシア Ｔ：タイ Ｖ：ベトナム Ｐ：フィリピン Ｂ：ブルネイ 
*H25年度についてはパイロットプログラムにおける学生交流（派遣77・受入63名）を実施した。 

生命環境学群 
社会・国際学群 

医学群 

JTP英語科目* 324科目 
G30学群英語プログラム 395科目 

  （生命環境・社会国際・医療科学） 

教養科目（基礎科目） 
  国際社会、生命の戦略/日本画、陶芸 
  /空手、剣道/日本語、日本文化など 

専門科目・専門基礎科目 
  資源環境経済学/海洋生物学/水環境論 

  /国際経営・貿易論/国際政治など 

  
特別科目（選択必修） 
  グローバル社会基礎学/ 

  グローバルディベート演習/ 
  グローバルインターンシップ/ 

  専門演習I～VI 

人文・文化学群 
理工学群 

対応教育組織 

提供科目群 

人間学群 
情報学群 

JTP英語科目* 

筑波大学短期留学国際プログラム （Junior Year at Tsukuba Program） 
海外協定校に在籍する学部生を対象とした英語による交換留学プログラムのために開講されている科目。9学群から324
科目の幅広い分野の科目が提供されており日本語・日本文化に関する科目も含まれている。 

12 
単位 

6 
単位 

交流予定大学が提供する 

教養科目 
専門科目 

インターンシップ科目 

16～20 
単位 

2 
単位 

体育専門学群 
芸術専門学群 

特別科目（必修） 
（ASEAN諸国の学生と協働学修） 

グローバル社会基礎学/ 
グローバルディベート演習 

受入 派遣 

マレーシア 7 大学 
インドネシア 4 大学 
タイ             5 大学 
ベトナム 3 大学 
フィリピン 4 大学 

交流予定大学 
（AIMSパートナー大学以外） 

交流予定大学 
（AIMSパートナー大学） 

オーストラリア 2 大学     
ミャンマー 1 大学 
カンボジア 1 大学 
ラオス 1 大学 

短期派遣学生の帰国報告会 （派遣） 海外留学プレ学修・オリエンテーション 
       海外渡航の情報管理 
            海外事務所と派遣コーディネータによるサポート 
            海外学生安全生活ｻﾎﾟｰトｼｽﾃﾑ(OSSMA)による安否確認 

グローバルコモンズ 

University of  Tsukuba 

■ 交流プログラムの質の保証 

「筑波スタンダード」を基づいたカリキュラム編成・授業開設・成績評価 
PDCAサイクルによる多様な評価の継続的運用 
語学力試験・各種セミナーによる渡航前後の学修到達度確認 

東南アジア教育大臣機構（SEAMEO）事務局長が 
永田学長を表敬訪問（2013年6月） 



大学の世界展開力強化事業（ＡＩＭＳプログラム） Ｈ２６取組概要  
筑 波 大 学 

【構想の名称】（選定年度25年度・ＡＩＭＳプログラム） 

  アセアン横断型グローバル課題挑戦的教育プログラム (TAG/AIMS program) 
Trans-ASEAN Global Agenda Education Program （選定年度25年度・ＡＩＭＳプログラム） 

【プログラムの目的・養成する人材像】 
 政府やグローバル企業、国際機関で活躍できる人材、将来のASEANと日本の持続的発展を支える人材、国連ミレニアム開発
目標・持続開発目標（MDGs/ SDGs）達成に貢献できる人材。 

【構想の概要】 
 筑波大学の特色である「学際性・国際性」を生かしたASEANとの連携による学士課程教育を通し、食料科学技術、農業、環境
に加え、国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ、経済、言語・文化、ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ&観光に関する教育プログラムの相互提供 

H25 H26 Ｈ27 Ｈ28 H29 

Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ 

派遣 0 0 0 0 0 11 2 7 1 3 0 9 5 8 2 3 1 7 4 7 2 6 2 7 7 7 1 4 2 

受入 0 28* 28 28 28 

■ グローバルコモンズによる外国人学生の受入・日本人学生派遣のための環境整備 
（受入）  
○日本留学プレ学修・オリエンテーション 
○受入コーディネータ日本留学中の在籍管理、危機管理体制の整備 
○クラス担任教員・コーディネーターによる履修指導サポート 
○派遣学生との文化交流活動 (ASEAN cafe) 
○SGH（附属坂戸高校）との交流活動 
 

注）H26までは実績、H27以降は計画 ■ 交流プログラムにおける学生のモビリティ 

■ 交流プログラムの内容 

Ｍ：マレーシア Ｉ：インドネシア Ｔ：タイ Ｖ：ベトナム Ｐ：フィリピン Ｂ：ブルネイ 
*平成26年度はAIMS参加大学以外のパートナー大学から10名の学生（ラオス：4名、カンボジア4名、アメリカ2名）を受入 
 このほか、パイロットプログラム(TAG/TSSPプログラム)における学生交流を実施 （H25: 派遣86/受入46名, H26: 派遣50/受入41名,） 

生命環境学群 
社会・国際学群 

JTP英語科目* 324科目 
学士課程英語プログラム 395科目 

  （生命環境・社会国際・医療科学） 

教養科目（基礎科目） 
  国際社会、生命の戦略/日本語、日本文化など 

専門科目・専門基礎科目 
  資源環境経済学/水環境論/国際政治など  

特別科目（選択必修） 
  グローバル社会基礎学/グローバルディベート演習
/専門実地演習（1-6）グローバルインターンシップ/ 

人文・文化学群 
理工学群 

対応教育組織 

提供科目群 

人間学群 
情報学群 

JTP英語科目*: 筑波大学短期留学国際プログラム （Junior Year at Tsukuba Program）: 海外協定校に在籍する学部生を対象とした英語による交換留学プログラムのために開講さ
れている科目。9学群から324科目の幅広い分野の科目が提供されており日本語・日本文化に関する科目も含まれている。 
受入・派遣**. 規定のプログラム課程（必修科目を含む18単位以上の取得とガイダンス、文化交流活動への出席）を完了した学生には修了証（Certificate）を授与する。 

12 
単位 

6 
単位 

パートナー大学が提供する 

教養科目 
専門科目 

インターンシップ科目 

16～20 
単位 

2 
単位 

体育専門学群 
芸術専門学群 

特別科目（必修） 
（受入学生と協働学修） 

グローバル社会基礎学/ 
グローバルディベート演習 

受入**  派遣** 

マレーシア 
インドネシア 
タイ 

パートナー大学（AIMS参加大学） 

派遣学生ガイダンス 
(2014.7) 

■ 交流プログラムの質の保証 
「筑波スタンダード」を基づいたカリキュラム編成・授業開設・成績評価 / PDCAサイクルによる多様な評価の継続的運用 / 
語学力試験・各種セミナーによる渡航前後の学修到達度確認 

パートナー大学（AIMS参加大学以外） 

医学群 
パートナー大学との共同プログラム会議 (2015.2 筑波) 

文化交流活動～ASEAN cafe 
(2014.11) 

フォローアップミーティング 
(2014.4 ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ) 

来日オリエンテーション 
(2014.9) 

■ プログラム成果の評価研究・普及 
○学生交流活動を通して得られた各パートナー大学の履修管理・単位互換システム、学生支援制度に関する評価研究およびグッドプラクティスの抽出 
○TAG/TSSP program (TSSP: Tsukuba Short-term Study Program)： 一学期間の留学へのモチベーション、特定分野でのインターンシップ・研究活動を支
援するプログラム。H25年度：派遣86名、受入46名、H26年度は派遣50名、受入41名を実施 
○TAG/MEXT program：主にパートナー大学附属高校から学生を受け入れ、地球規模課題解決に貢献できる人材を育成する学士課程プログラム。特に優秀な
学生には、「国費外国人留学生の特別配置を行う特別プログラムによる国費奨学金を給付 

SGH(附属高校)との交流活動 
(2015.1) 

7 大学 
4 大学 
5 大学 

ベトナム 
フィリピン 
ブルネイ 

2 大学 
4 大学 
1 大学 

カンボジア 
ラオス 
ミャンマー 

1 大学 
1 大学 
2 大学 

オーストラリア 
アメリカ 

2 大学 
1 大学 

専門実地演習4 （農業） 
(2014.11) 

（派遣）  
○海外留学プレ学修・オリエンテーション 
○海外事務所と派遣コーディネータによるサポート 
○海外事務所でのフォローアップミーティングによる学修成果報告 
○海外学生安全生活ｻﾎﾟｰトｼｽﾃﾑ(OSSMA)による危機管理体制の整備 
○受入学生との文化交流活動 (ASEAN cafe) 
 



大学の世界展開力強化事業（ＡＩＭＳプログラム） Ｈ２７取組概要
筑 波 大 学

【構想の名称】（選定年度25年度・ＡＩＭＳプログラム）

アセアン横断型グローバル課題挑戦的教育プログラム (TAG/AIMS program)
Trans-ASEAN Global Agenda Education Program （選定年度25年度・ＡＩＭＳプログラム）

【プログラムの目的・養成する人材像】
政府やグローバル企業、国際機関で活躍できる人材、将来のASEANと日本の持続的発展を支える人材、国連ミレニアム開発
目標・持続開発目標（MDGs/ SDGs）達成に貢献できる人材。

【構想の概要】
筑波大学の特色である「学際性・国際性」を生かしたASEANとの連携による学士課程教育を通し、食料科学技術、農業、環境
に加え、国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ、経済、言語・文化、ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ&観光に関する教育プログラムの相互提供

■ グローバル・コモンズによる外国人学生の受入・日本人学生派遣のための環境整備
（受入）
○日本留学プレ学修・オリエンテーション
○受入コーディネータ日本留学中の在籍管理、危機管理体制の整備
○クラス担任教員・コーディネーターによる履修指導サポート
○派遣学生との文化交流活動 (ASEAN cafe)
○SGH（附属坂戸高校）との交流活動

注）H27までは実績、H28以降は計画■ 交流プログラムにおける学生のモビリティ

■ 交流プログラムの内容

Ｍ：マレーシア Ｉ：インドネシア Ｔ：タイ Ｖ：ベトナム Ｐ：フィリピン Ｂ：ブルネイ
*平成27年度はAIMS参加大学以外のパートナー大学から7名の学生（ラオス：3名、カンボジア4名を受入）
このほか、パイロットプログラム(TAG/TSSPプログラム)における学生交流を実施 （H27: 派遣41/受入40名）

JTP英語科目*: 筑波大学短期留学国際プログラム （Junior Year at Tsukuba Program）: 海外協定校に在籍する学部生を対象とした英語による交換留学プログラムのために開講さ
れている科目。9学群から324科目の幅広い分野の科目が提供されており日本語・日本文化に関する科目も含まれている。
受入・派遣**. 規定のプログラム課程（必修科目を含む18単位以上の取得とガイダンス、文化交流活動への出席）を完了した学生には修了証（Certificate）を授与する。

派遣学生ガイダンス

■ 交流プログラムの質の保証
「筑波スタンダード」を基づいたカリキュラム編成・授業開設・成績評価 / PDCAサイクルによる多様な評価の継続的運用 /
語学力試験・各種セミナーによる渡航前後の学修到達度確認

文化交流活動～ASEAN cafe
(2015.12)

フォローアップミーティング
(2016.3 バンコク)

来日オリエンテーション
(2015.9)

■ プログラム成果の評価研究・普及
○学生交流活動を通して得られた各パートナー大学の履修管理・単位互換システム、学生支援制度に関する評価研究およびグッドプラクティスの抽出
○TAG/TSSP program (TSSP: Tsukuba Short-term Study Program)： 一学期間の留学へのモチベーション、特定分野でのインターンシップ・研究活動を支
援するプログラム。H25年度：派遣86名、受入46名、H26年度は派遣50名、受入41名、平成27年度は派遣41名、受入40名を実施
○TAG/MEXT program：主にパートナー大学附属高校から学生を受け入れ、地球規模課題解決に貢献できる人材を育成する学士課程プログラム。特に優秀な
学生には、「国費外国人留学生の特別配置を行う特別プログラムによる国費奨学金を給付

SGH(附属高校)との交流活動
(2015.10)

7 大学
4 大学
7 大学

ベトナム
フィリピン
ブルネイ

3 大学
4 大学
1 大学

専門実地演習 （つくばジオサイト）
(2015.11)

（派遣）
○海外留学プレ学修・オリエンテーション
○海外事務所と派遣コーディネータによるサポート
○海外事務所でのフォローアップミーティングによる学修成果報告
○海外学生安全生活ｻﾎﾟｰトｼｽﾃﾑ(OSSMA)による危機管理体制の整備
○受入学生との文化交流活動 (ASEAN cafe)

生命環境学群
社会・国際学群

JTP英語科目* 324科目
学士課程英語プログラム 395科目

（生命環境・社会国際・医療科学）

教養科目（基礎科目）
国際社会、生命の戦略/日本語、日本文化など

専門科目・専門基礎科目
資源環境経済学/水環境論/国際政治など

特別科目（選択必修）
グローバル社会基礎学/グローバルディベート演習

/専門実地演習（1-6）グローバルインターンシップ/

人文・文化学群
理工学群

対応教育組織

提供科目群

人間学群
情報学群

12
単位

6
単位

パートナー大学が提供する

教養科目
専門科目

インターンシップ科目

16～20
単位

2
単位

体育専門学群
芸術専門学群

特別科目（必修）
（受入学生と協働学修）

グローバル社会基礎学/
グローバルディベート演習

受入** 派遣**

マレーシア
インドネシア
タイ

パートナー大学（AIMS参加大学）

パートナー大学（AIMS参加大学以外）

医学群
第9回 AIMSプログラムレビューミーティング (2015.10 つくば)

カンボジア
ラオス
ミャンマー

1 大学
1 大学
2 大学

オーストラリア
アメリカ

2 大学
1 大学

H25 H26 Ｈ27 Ｈ28 H29

Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ

学生の派遣 0 0 0 0 0 0 11 2 7 1 3 0 8 7 6 1 6 0 7 4 7 2 6 2 7 7 7 1 4 2

学生の受入 0 0 0 0 0 0 6 3 7 2 10 0 21 5 4 3 7 0 5 4 7 1 8 3 5 4 7 1 8 3



大学の世界展開力強化事業（ＡＩＭＳプログラム） Ｈ２８取組概要  
筑 波 大 学 

【構想の名称】（選定年度25年度・ＡＩＭＳプログラム） 

  アセアン横断型グローバル課題挑戦的教育プログラム (TAG-AIMS program) 
Trans-ASEAN Global Agenda Education Program （選定年度25年度・ＡＩＭＳプログラム） 

【プログラムの目的・養成する人材像】 
 政府やグローバル企業、国際機関で活躍できる人材、将来のASEANと日本の持続的発展を支える人材、国連ミレニアム開発
目標・持続開発目標（MDGs/ SDGs）達成に貢献できる人材。 
【構想の概要】 
 筑波大学の特色である「学際性・国際性」を生かしたASEANとの連携による学士課程教育を通し、食料科学技術、農業、環境
に加え、国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ、経済、言語・文化、ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ&観光、環境科学、海洋科学に関する教育プログラムの相互提供 

■ グローバル・コモンズによる外国人学生の受入・日本人学生派遣のための環境整備 
（受入）  
○日本留学プレ学修・オリエンテーション 
○受入コーディネータ日本留学中の在籍管理、危機管理体制の整備 
○クラス担任教員・コーディネーターによる履修指導サポート 
○派遣学生との文化交流活動 (ASEAN cafe) 
○SGH（附属坂戸高校）との交流活動 
 

注）H28までは実績、H29は計画 ■ 交流プログラムにおける学生のモビリティ 

■ 交流プログラムの内容 

Ｍ：マレーシア Ｉ：インドネシア Ｔ：タイ Ｖ：ベトナム Ｐ：フィリピン Ｂ：ブルネイ 
*平成28年度はAIMS参加大学以外のパートナー大学から17名の学生（ラオス：5名、カンボジア6名、ミャンマー6名を受入） 
 このほか、パイロットプログラム(TAG-TSSPプログラム)における学生交流を実施 （H28: 派遣37/受入20名） 

JTP英語科目*: 筑波大学短期留学国際プログラム （Junior Year at Tsukuba Program）: 海外協定校に在籍する学部生を対象とした英語による交換留学プログラムのために開講さ
れている科目。9学群から324科目の幅広い分野の科目が提供されており日本語・日本文化に関する科目も含まれている。 
受入・派遣**. 規定のプログラム課程（必修科目を含む18単位以上の取得とガイダンス、文化交流活動への出席）を完了した学生には修了証（Certificate）を授与する。 

派遣前健康管理セミナー 
(2016.7 つくば） 

■ 交流プログラムの質の保証 
「筑波スタンダード」に基づいたカリキュラム編成・授業開設・成績評価 / PDCAサイクルによる多様な評価の継続的運用 / 
語学力試験・各種セミナーによる渡航前後の学修到達度確認 

日本文化紹介～ASEAN cafe 
(2015.12) 

フォローアップミーティング 
(2017.3 クアラルンプール) 

ミャンマー文化紹介～ASEAN cafe 
(2016.12 つくば) 

■ プログラム成果の評価研究・普及 
○学生交流活動を通して得られた各パートナー大学の履修管理・単位互換システム、学生支援制度に関する評価研究およびグッドプラクティスの抽出 
○TAG/TSSP program (TSSP: Tsukuba Short-term Study Program)： 一学期間の留学へのモチベーション、特定分野でのインターンシップ・研究活動を支
援するプログラム。H25年度：派遣86名、受入46名、H26年度：派遣50名、受入41名、平成27年度：派遣41名、受入40名、平成28年度： ：派遣37名、受入
20名を実施 
○TAG/MEXT program：主にパートナー大学附属高校から学生を受け入れ、地球規模課題解決に貢献できる人材を育成する学士課程プログラム。特に優秀な
学生には、「国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラム」による国費奨学金を給付 
○プログラム評価、開発研究のためSEAMEO RIHEDからシニアプログラムオフィサーを1か月間外国人研究員として招聘 

専門実地演習 
(2016.5 笠間) 

7 大学 
4 大学 
7 大学 

ベトナム 
フィリピン 
ブルネイ 

3 大学 
4 大学 
1 大学 

専門実地演習 
(2016.11 横浜) 

（派遣）  
○海外留学プレ学修・オリエンテーション 
○海外事務所と派遣コーディネータによるサポート 
○海外事務所でのフォローアップミーティングによる学修成果報告 
○海外学生安全生活ｻﾎﾟｰトｼｽﾃﾑ(OSSMA)による危機管理体制の整備 
○受入学生との文化交流活動 (ASEAN cafe) 
 

生命環境学群 
社会・国際学群 

JTP英語科目* 324科目 
学士課程英語プログラム 395科目 

  （生命環境・社会国際・医療科学） 
教養科目（基礎科目） 

  国際社会、生命の戦略/日本語、日本文化など 

専門科目・専門基礎科目 
  資源環境経済学/水環境論/国際政治など  

特別科目（選択必修） 
  グローバル社会基礎学/グローバルディベート演習
/専門実地演習（1-6）グローバルインターンシップ/ 

人文・文化学群 
理工学群 

対応教育組織 

提供科目群 

人間学群 
情報学群 

12 
単位 

6 
単位 

パートナー大学が提供する 

教養科目 
専門科目 

インターンシップ科目 

16～20 
単位 

2 
単位 

体育専門学群 
芸術専門学群 

特別科目（必修） 
（受入学生と協働学修） 

グローバル社会基礎学/ 
グローバルディベート演習 

受入**  派遣** 

マレーシア 
インドネシア 
タイ 

パートナー大学（AIMS参加大学） 

パートナー大学（AIMS参加大学以外） 

医学群 
左：第1回 AIMSプログラムsteering committee (2016.10 バンコク) 
右：国際交流ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙにおける地域住民との交流 （2016.5 つくば） 

カンボジア 
ラオス 
ミャンマー 

1 大学 
1 大学 
2 大学 

オーストラリア 
アメリカ 

2 大学 
1 大学 

H25 H26 Ｈ27 Ｈ28 H29 

Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ 

学生の派遣 0 0 0 0 0 0 11 2 7 1 3 0 8 7 6 1 6 0 13 8 9 0 2 2 7 7 9 1 4 2 

学生の受入 0 0 0 0 0 0 6 3 7 2 10 0 21 5 4 3 7 0 14 6 9 2 11 5 5 4 7 1 8 3 



大学の世界展開力強化事業（ＡＩＭＳプログラム） Ｈ２９取組概要
筑 波 大 学

【構想の名称】（選定年度25年度・ＡＩＭＳプログラム）
アセアン横断型グローバル課題挑戦的教育プログラム（TAG program）
Trans-ASEAN Global Agenda Education Program

【プログラムの目的・養成する人材像】
国際環境適応能力（バイタリティー、サバイバビリティー）と専門性の高いグローバルリーダー。政府やグローバ
ル企業、国際機関で活躍できる人材、将来のASEANと日本の持続的発展を支える人材、国連ミレニアム目標・持続
開発目標（MDGs/SDGs）達成に貢献できる人材。

【構想の概要】
筑波大学の特色である「学際性・国際性」を生かしたASEANとの連携による学士家庭教育を通し、AIMSプログラム
で指定されている10学問分野における教育プログラムの相互提供

・ 「筑波スタンダード」に基づいたカリキュラム編成・授業開設・成績評価
・ PCDAサイクルによる多様な評価の継続的運用
・ 語学力試験・各種セミナーによる渡航前後の学習到達度確認

H25 H26 Ｈ27 Ｈ28 H29

Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ

学生の派遣 0 0 0 0 0 0 11 2 7 1 3 0 8 7 6 1 6 0 13 8 9 0 2 2 19 5 7 0 3 1

学生の受入 0 0 0 0 0 0 6 3 7 2 10 0 21 5 4 3 7 0 14 6 9 2 11 5 22 5 10 6 13 3

■ 外国人学生の受入・日本人学生派遣のための環境整備

■ 交流プログラムの質の保証

■ 交流プログラムにおける学生のモビリティ

Ｍ：マレーシア Ｉ：インドネシア Ｔ：タイ Ｖ：ベトナム Ｐ：フィリピン Ｂ：ブルネイ

■ 交流プログラムの内容

JTP英語科目* 324科目
G30学群英語プログラム395科目

（生命環境・社会国際・医療科学）
教養科目（基礎科目）

国際社会、生命の戦略、日本語など
専門科目・専門基礎科目
海洋生物学、水環境論、

国際経営貿易論、国際政治など

特別科目（選択必修）
グローバル社会基礎学

グローバルディベート演習
グローバルインターンシップ

専門実地演習I～VI

12
単位

6
単位

パートナー大学が提供する
教養科目
専門科目

インターンシップ科目

特別科目（必修）
（受入学生と協働学修）
グローバル社会基礎学/

グローバルディベート演習

16～20
単位

2
単位

生命環境学群 人文・文化学群 人間学群 体育専門学群 医学群
社会・国際学群 理工学群 情報学群 芸術専門学群

JTP英語科目=筑波大学短期留学国際プログラム（Junior Year at Tsukuba Program）:海外協定校に在籍する学部生を対象とした交換留学プログラムのために開講されている英語による科目。9学群
から324科目の幅広い分野の科目が提供されており、日本語・日本文化に関する科目も含まれている。
受入・派遣：規定のプログラム課程（必修科目を含む必須単位数の取得とガイダンス、文化交流活動への出席）を完了した学生には修了証（Certificate）を授与する。

提 供 科 目

受入** 派遣**

対 応 教 育 組 織

（受入）
〇日本留学プレ学修・オリエンテーション
〇プログラム担当教員・コーディネーターによる履修指導サポート
〇派遣学生との文化交流活動（ASEAN cafe）
〇SGH（附属坂戸高校）との交流教育活動

（派遣）
〇ASEAN留学プレ学修・オリエンテーション
〇海外事務所と派遣コーディネーターによるサポート
〇フォローアップミーティングによる学修成果報告
〇海外学生安全生活サポート（OSSMA）による危機管理体制の整備
〇受入学生との文化交流活動

パートナー大学（AIMS参加大学）

マレーシア 8    ベトナム 3
インドネシア 4    フィリピン 5
タイ 7    ブルネイ 1

パートナー大学（AIMS参加大学以外）

カンボジア 1    オーストラリア 3
ラオス 1    アメリカ 5
ミャンマー 2    ブルネイ 1

修了証授与式 パイロット
プログラム

（フィリピン）

AIMSプログラム
運営委員会

（2017.7東京）

共同プログラム
委員会

（2018.2東京）

■ プログラム成果の評価研究・普及

〇短期パイロットプログラムによる新規パートナー大学との連携強化・学期単位留学活動の促進日本留学プレ学修・オリエンテーション
〇パートナー大学との大学院生レベルの短期交流プログラムの実施
〇AIMSプログラム日本幹事校としての第2回AIMSプログラム運営委員会の東京開催の実施支援及び運営
〇パートナー大学およびSEAMEO教育関連センター代表者を招聘による共同プログラム委員会の主催、AIMSプログラムのネットワークを活用したEラーニング
教育および研究ユニットシェア促進を目的とした新規プログラム「Campus to Campus Connectivity (CtCC)」の開始
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